
令和 3年度川崎市立小学校養護研究会講演会・研修会報告 

 

１． 日 時  令和 3年 10 月 6 日(水) 15 時～ 

２． 配信会場 川崎市立旭町小学校 (受講者は各所属校にてオンラインで参加) 

３． 講演内容 「養護教諭が活用できる GIGA 端末の基本操作について」 

４． 講 師  川崎市立旭町小学校 校長 青木あゆ子 先生 

〈講演内容〉 

 かわさき GIGA スクール構想によって児童・教職員に一人一台の GIGA 端末が配当され、

学びの幅が広がる一方、養護教諭としてどう活用していったらよいか、また活用の中で個人

情報の取り扱いなど注意するべき点について教えていただいた。事前にとったアンケート

の結果をもとに、質問や疑問、悩みの返答を中心とした講演内容となった。 

Meet などのオンラインでの研修や会議等の際は、GIGA 端末の設置は、相手に見やすいよ

うに画面に映れるように台などを使用すると(箱などで代用でも)よい。Meet の場合は画面

に映ってよいものとそうでないものを事前に確認し背景に気を付ける。 

かわさき GIGA スクール構想情報共有のクラスルームは誰でも入ってよいことになってい

る。質問や疑問をストリームに乗せると、大勢の方から返事が届き問題解決につながる。

GIGA 端末を便利に幅広く活用できることはいいことではあるが取り扱える情報は子どもた

ちにもみられてよい内容までということになっているので活用方法については、管理職等

に確認が必要。書き込み一つでも、責任をもって、受け取る相手のことを思って書き込みを

する。情報モラルの視点を忘れないこと。 

養護教諭が委員会や職務で活用できそうなツールとしてジャムボードがある。児童保健

委員会での話し合いに使用できる。また、児童保健委員会のクラスルームを作成し、レジュ

メを載せたり、出席したら自分で出席を打ち込んだりしている学校もある。委員会活動以外

では、GIGA 端末を使用して生活習慣のアンケートをグーグルフォームで行ったり、保健指

導用のスライドを作ったり、就学時健康診断の職員会議提案を行ったりできる。なお、健康

診断の集計や健康チェックの入力など取り扱えない内容もあるので注意が必要。GIGA 端末

を使用できる内容か、校務支援で取り扱うべき内容かを切り分けて考えることが大切。 

学校保健ポータルサイトを登録するとよい。いろんな教材がダウンロードできる。また、

NHK フォースクールも先生モードをオンにすることで指導案などが見られ、活用用途が広が

る。動画を全部視聴することは難しいので「あらすじを見る」でいろいろな教材に目を通す

ことができる。一から作ることもよいが、検索し適した教材を見つけて活用する良さもある。

google の検索が便利なので、操作に困ったら「クロームブック ○○」と検索してみると

よい。子供たちはすぐに適応し自由自在に GIGA 端末を操作している。私たちも、「使ってみ

よう」の気持ちを大切に、子どもと学び合いながら、GIGA 端末とふれあい、かわさき教育

プランの理念である「夢や希望を抱いて生きがいのある人生を送るための礎を築く学び」を

推進していきたい。 


